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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月9日(2014.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多糖またはオリゴ糖の塩素化方法であって、
（Ａ）少なくとも１種のイオン性液体を含む溶媒系に多糖またはオリゴ糖を溶解させるこ
と、および
（Ｂ）多糖またはオリゴ糖と塩素化剤とを反応させること
を含んでなる方法。
【請求項２】
　多糖またはオリゴ糖が、セルロース、ヘミセルロース若しくは化学修飾セルロースであ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　イオン性液体が、式Ｉ：
【化１】

で示されるイミダゾリウムカチオン、式ＩＩ：
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【化２】

で示されるピリジニウムカチオン、または、式ＩＩＩ：
【化３】

で示されるピラゾリウムカチオン
〔各式中の基は、以下の意味を有する：Ｒは、炭素数１～２０の有機基であり、Ｒ１～Ｒ
５は、互いに独立して、水素原子または炭素数１～２０の有機基である〕
から選択されるカチオンを含有する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　イオン性液体がイミダゾリウム塩である、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　溶媒系が、少なくとも１種のイオン性液体と少なくとも１種の非イオン性溶媒を含む溶
媒の混合物である、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　溶媒混合物におけるイオン性液体の含有量が少なくとも２０重量％である、請求項５に
記載の方法。
【請求項７】
　塩素化剤が塩化チオニルである、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　塩素化時の温度が３０～１５０℃である、請求項１～７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　得られる塩素化多糖若しくはオリゴ糖が少なくとも０．５の置換度（ＤＳ）を有する（
ＤＳは、塩素により置換された多糖またはオリゴ糖の六員環単位当たりのヒドロキシ基の
平均数として定義される）、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　得られる塩素化多糖若しくはオリゴ糖が、非塩素化多糖若しくはオリゴ糖の重合度（Ｄ
Ｐ）より低い重合度を有する、請求項１～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　０．５～３のＤＳおよび１０～１００のＤＰの塩素化セルロースを得る、請求項１～１
０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　イオン性液体および塩素化多糖若しくはオリゴ糖を含んでなる溶液。
【請求項１３】
　凝固溶媒（塩素化多糖若しくはオリゴ糖について非溶媒）または他の凝固剤を加え、混
合物から凝固した塩素化多糖若しくはオリゴ糖を分離することにより、塩素化多糖若しく
はオリゴ糖を得る、請求項１～１１のいずれかに記載の方法。
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【請求項１４】
　請求項１～１１および１３のいずれかに記載の方法により得られる塩素化多糖若しくは
オリゴ糖。
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